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今回発表の

事業所や

サービスの

紹介

私達は、東京都社会福祉協議会の高齢者施設福祉部会「生活相談員研修員会」が主

催する「平成 22年度生活相談員スキルアップ研修会」で研修を行っている生活相談
員 9名です。この研修会では、変化に対応していく人材育成が目的であり、その必
要不可欠なコミュニケーションスキルと調整力（スーパービジョン）などを１０回

にわたるカリキュラムで１年間と通して学んでいます。

《研究前の状況と課題》

 私達、同研究会Ｂグループは平成 20 年度よる
「施設間交流」、平成 21年度「ポジティブカード」
の人材育成を引き継ぎ、人材育成をテーマとして

研究を行った。平成 20年度のアンケート結果（19
施設・473名・回収率 75，6％）によると、介護
の仕事を継続したいが 40％であり、その理由は
「職場の雰囲気が良い（32，7％）と最も多かっ
た。「雰囲気が良い」とは具体的に何を指してい

るのか。楽しい・明るい・居心地が良い・職員同

士の関係が上手くいっている等、共通イメージと

して「笑顔」が挙げられる。愉快な笑顔は実に自

然な表現である。それゆえ職場の中で、愉快な笑

顔を表現し続ける事は難しい。笑顔にはプラスの

イメージだけでなく、苦笑いや愛想笑い・作り笑

い・泣き笑い等の本心の笑顔ではないこともあ

る。今回の取り組みを通して、本物の笑顔に変え

ていけるかが重要と考える。また、生活相談員が

関わる人材育成にスーパービジョンを活用し、職

員のやりがい、笑顔を向上させていきたいと考え

る。

《研究の目標と期待する成果》

笑いは免疫力の向上や脳内ホルモンの分泌、α

波が増えて癒しに効果があると言われている。他

にも「笑う門には福来る」「怒れるこぶし笑顔に

あたらず」など笑顔に関する諺も多く、私達は笑

顔には人を活かすものがあると感覚的に知って

いる。そこで、人を活かす笑顔や笑いが施設の活

性化に繋がり、ご利用者・職員の「笑顔」に溢れ

ている施設が「雰囲気の良い職場」と言えるので

はないかと仮説を立てた。「笑顔の溢れる職場」

＝「雰囲気の良い職場」と考えた。その中で相談

員とし果たすべき役割について学ぶ。

仮説①相談員がスーバーバイザーの機能を果た

す事により、職員全体の成長が期待され、生活相

談員として関わる人材育成の課題も明確化され

る。仮説②ご利用者の笑顔を引き出す事で、仕事

の楽しみ・充実感が増す。仮説③仕事の充実感が

増す事により、職員間のコミュニケーションが活

性化され、職種間連携も深まりサービスの質が向

上する。仮説④「笑顔を心がける」事で、施設全

体が活性化される。

スマイルエピソードの‘わかち合い’から始めよう！ 

（ 笑 顔 は 職 場 の 特 効 薬 ！ ！ ）

主題

利用者の笑顔 ＋ 職員の笑顔 ＝ 職場の雰囲気 UP

（スーパービジョン実践を通して）

副題

生活相談員スキルアップ研修 Bグループ事業所３ヶ月

笑顔 

様式２ 
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《取り組みの結果と評価》

 生活相談員としてスーパービジョンの方法を

取り入れた。生活相談員のスーパーバイザーとし

てスキルが向上し、職員全体の成長を促す事が出

来た。更に、職員個々のケアスキルも向上し、職

員とご利用者が良い関係を保つ事が出来、笑顔も

多く見られた。カードの実践により全員が笑顔で

いよう！という明快且つポジティブな視点を全

体で共有し続ける事で、施設の活性化と職員のモ

チベーションが向上した。また、職員同士の意見

交換をより促す事により、他者の考え方を知るき

っかけとなり、結果サポーティブ（温かく支える）

な視点を互いに育むことが出来た。職員の笑顔が

多い施設は、ご利用者の方にも快適な生活環境で

あり、サービスの質の向上にも繋がることが期待

できる。

《まとめ》

生活相談員が職員へ積極的に働きかけること

によって、施設全体の活性化に繋げることが出来

た。今回の研修を通して生活相談員がスーパーバ

イザーとしての役割機能を目指して、スーパービ

ジョンに意識的に取り組めたことが、職員個々の

成長と施設全体の活性化に繋がったと認識する。

《参考文献》

① 平成２０年度介護労働実施調査

（介護労働者の就業実態と就業意識調査）

② 平成２０・２１年度生活相談員スキルアッ

プ研修会 Bグループ
③ 福祉職員研修テキスト（指導編）

《具体的な取り組みの内容》

① 笑顔溢れる職場作りの方法・検討。

② スマイルカード・チャレンジカードの作成。

方法・作成については、平成２１年度 Bグル
ープ作成のマニュアルを活用。

③ ９施設による職員個々の取り組みとして、職

員が日々の関わりの中でご利用者の笑顔を引

き出す意識を高める。ご利用者の笑顔を引き

出すことに成功したエピソードを「スマイル

カード」へ記入して提出する。（期間は 1週間）
職員同士の意見交換をより促す事を目的に、

記名式とする。

④ 生活相談員は取り組みの進んでいない職員に

対し、課題を確認し主体的な取り組みが出来

るように助言していく。実施期間後、生活相

談員はスマイルカードの取り組み内容を掲示

や配布により発表する。

⑤ 職員個々の意識・関り方の更なる向上を目的

として、他者関り方を参考に、今までの自分

ではしていなかったような関り方等にもチャ

レンジを試みる。チャレンジした結果、

「うまくできた！」「まだまだだった…。」を

「チャレンジカード」に記入して提出する。

（期間は 1週間）
⑥ 取り組みの評価を行う為、参加した職員にア

ンケートを実施。良かった点、改善すべき点

など意見を聞き今後に活かす。

⑦ 生活相談員がスーパーバイザー的な存在とな

り、（個人でもグループでも良い）職員全体の

成長を促す。

《提案と発信》

【メモ欄】追加資料 有 無

注：参加者が自由に記入できるスペースです。空欄のまま提出下さい。

現在の福祉業界は、介護の人材不足に悩みながらも、その問題解決にはいたっていな

い。この仕事が本当の意味で魅力のある仕事にしていくには、現在最前線で働く私た

ちがその魅力を感じ、それを伝えることが出来なければならないのではないか。その

為に現在の仕事を謙虚に見つめなおし、そこに携わる人間がまずは成長し、それを目

指そうとする人たちに伝える義務が私たちにはあるのでないか。


